
P1 

 

 

    

千葉県千葉リハビリテーションセンターの理念と基本方針 

  

「 誰 も が 街 で 暮 ら す た め に 」 
Everybody will be in own town 

－私たちは障害児・者の自立と社会参加に向けて良質な医療と福祉を提供します－ 

 

○ 利用者の意思と個性を尊重し、専門職の協働による包括的リハビリテーションを実践します。 

○ 日々の研鑽により自らの人間性と専門性の向上を図り、安全で質の高いサービスを約束します。 

○ 地域の各機関との連携を図り支援し、また研究・開発や専門職育成に努めます。 

ちばりは 
ニュース 

〒266-0005 
千葉市緑区誉田町 1-45-2 
TEL 043-291-1831 FAX 043-291-18５７ 
ホームページアドレス 

  http://www.chiba-reha.jp/ 

202３年５月 発行 第５２号 

     
【やわらか食】と【NST 活動】の紹介 

 

嚥下障害のある方や歯の問題などで硬いものが食べづらい方などに 

やわらか食を提供しています。やわらか食のイメージは、形はあるのに 

箸やスプーンで簡単に切れて口の中でまとまる食事です。 

「ばらけて食べづらい」「お肉が硬くて噛み切れない」「野菜のスジが残る」 

「生野菜は食べづらい」などの問題を解決します！ 

柔らかくゆでた野菜は 

粗きざみにして 

ゲル化剤でまとめました 

みかんゼリー。

フルーツソース

の時はゲル化剤

でまとめて 

柔らかく煮た芋、大根は

切らずにそのままで。 

煮汁はとろみ付き 

やわらか食の動画を観ることができます。 

千葉リハビリテーションセンターHP→診療科・部局紹介→栄養部→給食サービス 

唐揚げ 

肉や魚はすり身状

のやわらか素材を

使用 

とんかつ やわらか食にも 

とんかつや唐揚げ風の

メニューがあります 
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NST 

（NutritionSupportTeam:栄養サポートチーム） 

NST とは、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、臨床検査技師などの 

多職種で、栄養管理を個々の症例や疾患治療に応じて実施する集団（チー

ム）のことです。 

 

当センターでは 2009 年から NST が立ち上がりました。現在では理学療

法士(PT)や作業療法士(OT)、言語聴覚士(ST)も回診メンバーに加わりそれ

ぞれの専門分野からみた意見を反映させながら栄養管理を行っています。 

 

また、日本臨床栄養代謝学会(JSPEN)が認定する栄養サポートチーム専門

療法士５名が在籍し入院時からより積極的な栄養療法を行うことで患者様 

の予後改善や生活の質の向上へと繋げられるよう活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、更に3名が資格取得を目指しています！ 

管理栄養士 

薬剤師 

薬剤師 
管理栄養士 看護師 

   

ＮＳＴ専門療法士５名 

看護師 

管理栄養士 

理学療法士 

成人病棟ＮＳＴ回診風景 

小児病棟ＮＳＴ回診風景 

２Ａ棟 
３Ｃ棟 

３Ｂ棟 

２Ｂ棟 
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毎年恒例！新しい仲間たちを紹介します♪ 

 

 

 

  

診療部（医師） 

 

木ノ内 よしなさん 

きのうち よしな 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ治療部 

（作業療法士） 

看護部 

（看護師） 

診療部（医師） 総務部（事務） 

 やすこうち まどか 

安河内 悠さん 

①後悔後に立たず 

②神奈川県 

③登山、旅行 

 

①根深葉茂 

②袖ケ浦市 

③子育て 

なかむら よしのり 

ながせ ちはる やまうち かほ 

おにざわ みく あべ ゆか しらいし かほ 

いしだ しょう 

看護部 

（看護師） 

 看護部 

（看護師） 

検査部 

（臨床検査技師） 

中村 吉範さん 

永瀬 千春さん 石田 翔さん 山内 香穂さん 

阿部 友香さん 白石 花穂さん 鬼澤 弥来さん 

①好きを見つけて前向

きに ②大阪府 ③旅行、

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、映画鑑賞 

①たくさんの人を幸

せに ②旭市 

③料理、筋トレ 

①雨垂れ石を穿つ 

②東金市 

③音楽鑑賞、旅行 

患者さんや親御さんが少しでも 

明るい気持ちで過ごせるよう 

サポートしていきたいです。 

医療的ケア児・者や重症心身障害

児・者を支えられるように、共に 

学び寄り添います。 

仕事にやりがいを持ち、日々 

励んでいきます！ 

①自分らしく 

②神奈川県  

③料理 

 友人と会食、お菓子作り 利用者様とご家族の方に寄り添っ

た支援が届けられるように頑張り

たいと思います。 

①ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞｼﾝｷﾝｸﾞ 

②船橋市 ③魚釣り、

ﾗｰﾒﾝ屋巡り 

リハビリテーション看護を探求す

るため千葉リハを志望しました。

宜しくお願いします。 

一人ひとりの想いに寄り添い、 

その人らしさを大切にした看護を

行っていきたいです。 

患者様やご家族の方が感じている

困難感を軽減し、穏やかに過ごせ

るように尽くします。 

人と人との繋がりを大切に、業務

に取り組んでいけるよう、 

頑張ります。 

①モットー ②出身地 ③趣味 を書いています！ 

①楽しく働く  

②埼玉県 

③水泳 

①懸情流水 受恩刻石 

②千葉市  

③ﾗｰﾒﾝ巡り 

 

 
学ぶ姿勢を持ち続け、「利用者の 

最善の利益」とは何かを考えて 

いきたいです。 

綜合相談部 

（ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ） 
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外部向け研修開催のご案内 

令和 4 年度（第 61 回）千葉県公衆衛生学会で「優秀演題」に選ばれました！

令和 4 年度（第 61 回）千葉県公衆衛生学会において、当センター医療的ケア児等コーディネーター

の景山朋子さんと佐藤郁夫さんが共同研究者として参加した演題が「優秀演題」に選ばれました。 

 

●受賞演題 

「香取広域における医療的ケア児の災害対策～「地域づくり」の発想から～」 

 

●発表者 

辻内沙由里様（香取障害者支援センター） 

 

●共同研究者 

庄司俊介様、丸山美智子様（香取障害者支援センター） 

門井明子様・宮本好明様（香取市）、堀越浩様（神﨑町）  

林香之介様（東庄町） 

 

●受賞した感想 

本研究は医療的ケアが必要な方の災害時の避難行動支援に関する地域の取り組みをまとめたものです。

引き続き、関係各所と連携し地域に貢献していきたいと思います。 

※詳細は各 URL・QR コード・センターホームページ等からご確認ください。 

第 5 回せき損リハ・ケア研修会 脊髄損傷のリハビリテーション 
～機能的アプローチと排泄・退院支援の実際～ 
 
2023 年 6 月 24 日（土） 
https://forms.gle/feAceXojB2YnxYCG8 

高次脳機能障害地域支援者向け連続講座２０２３ 
 
2023 年 7 月 14 日（金）・9 月 8 日（金）・11 月 2 日（木） 
2024 年 1 月 12 日（金） 
 

明日からできる脊髄損傷 
 
理学療法士編：2023 年 8 月 4 日（金）/作業療法士編：2023 年 9 月 22 日（金） 
※お問い合わせ先：sekison.center@chiba-reha.jp 
担当：第二理学療法科 後藤・田村 

「明日からできる！小児リハビリテーションのキホン」研修会 
 
2023 年 7 月 28 日（金）：未就学期のリハビリテーション 
2023 年 9 月 29 日（金）：重症心身障害のリハビリテーション：呼吸ケアを中心に 
※申し込み URL は後日、当センターホームページで掲載予定です。 


